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名 言

立って水面を見つめるだけでは、海を渡ることはできない
You can’t cross the sea merely by standing and staring at the water

解説：行動しない限り、事態は変わる事がない。何もしなかったら何も始まりません

　
最
近「
モ
ノ
消
費
か
ら
コ
ト
消
費
へ
の
シ
フ
ト
」と
い
う
記
事

を
新
聞
な
ど
で
目
に
す
る
。こ
れ
は
物
品
の
購
入
が
減
少
し
、体

験
型
の
サ
ー
ビ
ス
支
出
が
増
加
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、そ

の
割
合
は
2
0
1
0
年
以
降
、42
%
と
横
ば
い
で
あ
る（
図
）。

　
背
景
に
は
、サ
ー
ビ
ス
の
成
熟
化（
普
及
率
が
上
限
近
く

に
な
り
成
長
率
が
低
い
状
態
）に
加
え
、「
内
部
化
」が
あ
る
。

つ
ま
り
、出
来
合
い
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
せ
ず
に
自
前
で
同
等

の
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
こ
と
だ
。食
料
支
出（
※
1
）で
み
る

と
、2
0
1
0
〜
2
0
1
5
年
に
お
け
る
調
理
食
品（
中
食
）

支
出
の
年
平
均
増
加
率
は
2.4
%
、調
理
食
品
以
外
は
1.1
%
、

外
食
は
1.0
%
で
あ
る
。サ
ー
ビ
ス
の
外
食
支
出
が
モ
ノ
の
中
食

支
出
を
下
回
っ
て
い
る
。昨
年
注
目
さ
れ
た「
家
ナ
カ
」ク
リ
ス

マ
ス
も
そ
の
一
例
だ
。外
食
す
る
よ
り
、自
宅
を
飾
り
付
け
、フ

ラ
イ
ド
チ
キ
ン
や
ケ
ー
キ
な
ど
を
買
っ
て
家
族
や
友
人
と
食
べ

る
人
が
増
え
て
い
る（
※
2
）。

　
旅
行
支
出（
※
1
）も
、2
0
1
0
〜
2
0
1
5
年
の
パ
ッ
ク

旅
行
の
年
平
均
増
加
率
が
▲
1.7
%
で
あ
る
の
に
対
し
、宿
泊
料

の
増
加
率
は
2.8
%
で
あ
る
。旅
行
代
理
店
を
通
さ
ず
、自
ら
宿

泊
施
設
や
交
通
手
段
を
手
配
し
た
り
、マ
イ
カ
ー
を
利
用
す
る

割
合
が
増
え
て
お
り
、個
人
旅
行
へ
の
シ
フ
ト
が
進
ん
で
い
る
。

　
サ
ー
ビ
ス
の
内
部
化
は
周
辺
産
業
の
拡
大
に
も
寄
与
し
て

い
る
。高
度
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
家
電（
ホ
ー
ム
ベ
ー
カ

リ
ー
、家
庭
用
の
製
麺
機
や
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
マ
シ
ン
な
ど
）の
価

格
が
下
が
り
、性
能
が
向
上
し
て
い
る
。オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
料

理
レ
シ
ピ
サ
ー
ビ
ス
や
国
内
外
の
交
通
機
関・宿
泊
予
約
サ
ー

ビ
ス
が
充
実
し
て
い
る
。ま
た
健
康
分
野
で
は
、マ
ッ
サ
ー
ジ
器

や
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
の
利
用
が
進
ん
で
い
る
。人
間
ド
ッ
ク
の

代
替
に
、今
後
は
自
宅
で
測
定
で
き
る
唾
液
、尿
、血
液
な
ど

の
検
査
機
器
・キ
ッ
ト
の
利
用
も
広
が
る
だ
ろ
う
。美
容
分
野

で
は
、エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
に
代
わ
り
、美
顔
器
、美
顔
ロ
ー

ラ
ー
、家
庭
用
脱
毛
器
な
ど
を
使
用
す
る
人
が
増
え
て
い
る
。

　
日
本
で
は
か
ね
て
よ
り
サ
ー
ビ
ス
業
の
生
産
性
の
低
さ
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。簡
便
に
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ
と
で
消
費
者
の

Q
O
L
が
向
上
す
る
と
と
も
に
、サ
ー
ビ
ス
業
の
労
働
力
不
足

緩
和
と
い
っ
た
効
果
も
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
※
1
）総
務
省「
家
計
調
査
」。

（
※
2
）2
0
1
6
年
12
月
15
日
付
日
本
経
済
新
聞
朝
刊
。

MRI MONTHLY REVIEW

［図］サービス支出割合は2010年以降横ばい

出所：消費者庁「平成28年度版消費者白書」

【数字は語る】

政策・経済研究センター  佐野 紳也

サービス支出割合は横ばい
：原因はサービスの内部化

42%
サ
ー
ビ
ス
支
出
割
合
の
増
加
傾
向
が
止
ま
る

サ
ー
ビ
ス
の
内
部
化
が
新
た
な
市
場
を
創
出
す
る

注：1． 総務省「家計調査」により作成。
2． 2人以上の世帯（農林漁家世帯を除く）の一世帯当たり支出の構成比。
3． 財・サービス支出計には、「こづかい」「贈与金」「他の交際費」および「仕送り金」は含まれていない。 
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（％） ●サービス　●財（商品）
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